
１　総括
(1) 人件費の状況（普通会計決算）

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数については、令和４年４月１日現在の人数である。また、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））
　　　　及び会計年度任用職員を含まない。
      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれているが、会計年度
      　任用職員の給与費は含まれていない。

(3) ラスパイレス指数の状況

（注）１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）
を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算
した指数。

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

①給料表の見直し
　[　　実施　　　　未実施　　]
　　実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合は、その理由））
（給与表の改定実施時期）　

②地域手当の見直し
　実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）
（支給割合）
（実施時期）

③その他の見直し内容

平成２７年度の支給割合

0%

区　　分 歳 出 額
　　　　　　Ａ

住民基本台帳人口

　管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施

（内容）
　国の見直し内容を踏まえ、平均2％引下げ。激変緩和のため、３年間（平成31年３月31日まで）の経過措置（現給保
障）を実施。

国基準３％に対し、益田市においても３％を支給
平成28年４月１日実施

千円 千円 千円
2,162,826 5,743

区　　分

Ｒ４年度
期末・勤勉手当 一人当たり給与費　　計　　Ｂ

人

　【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合の
見直し等に取り組むとされている。

5,783

Ｒ４年度

平成28年4月1日

Ｒ３年度の人件費率
　　　　　　　　　　　％

12.7

千円

（Ｒ5年１月１日）
　　　　　　　千円 　　　　　千円

374

31,133,165
人　

44,355

職員数

　　　　　千円
　　　　　　Ｂ

3,733,529

(参考)一人当たり
給与費 B/A

12.01,180,276

　　　　　　Ａ

1,406,453

益田市の
支給割合

平成２６年度
の支給割合 ４月１日時点 遡及改定後

0%

1%

0% 0%

2%

平成２８年
度の支給

3%

3%

益田市の給与・定員管理等について

（参考）

　　　　　　％

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

217,594

人 件 費 率

　　　　　千円

人 件 費

538,779
千円

Ｂ／Ａ
実 質 収 支

（参考）類似団体平均
給　 料 職員手当

国基準によ
る支給割合
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（Ｒ５年４月１日現在）

①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

②技能労務職

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべて

(2) 職員の初任給の状況（Ｒ５年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（Ｒ５年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

（注）　当該階層の職員が３人以下の場合は、近似の階層を含めた平均額である。なお、近似の階層にも該当がない場合

は－印で示している。

平均給料月額

国

類似団体

島根県

国 42.4

42.2 311,813類似団体

　　　　もの）で算出している。

375,350

381,755

経験年数３０年経験年数２５年区　　　　分

一般行政職 185,200

154,600

20

　　　　の諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　　　　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いた

338,973374,912

平均給与月額

（国比較ベース）

区　　分

平均給与月額

339,547

404,015

-

58.0

366,32554.2

353,856

303,208

329,178286,942 -

52.7

398,050

357,700

区　　分

-322,487

公　務　員

平均年齢

-

一般行政職

375,316 362,800

51.2

401,283

244,575 319,600

―技能労務職 高　校　卒 ―

256,928

175,300

高　校　卒

経験年数２０年

益　田　市

　　　　 益田市

うちその他の技能労務職

439,704うち運転手

益田市

平均給与月額

315,30041.6 338,755375,351

42.2 313,138 384,022

平均年齢
（国比較ベース）

2 392,300

1853.7

職員数
（Ａ）

平均給与月額
平均給料月額

1,941

11

383,700

-島根県

315,108

-

大　学　卒

326,229

（注）１　「平均給料月額」とは、Ｒ５年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均である。

-

経験年数１０年

379,825346,180

島　根　県

186,437

155,632

大　学　卒

154,600高　校　卒

―

356,760

国区　　　　　分



３　一般行政職の級別職員数等の状況
(1) 一般行政職の級別職員数の状況（Ｒ５年４月１日現在）

（注）１　益田市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

  

　　　　　　　　％

23.5

円

29

　　　　　　　　人

19.5

234,400

６　　級
42

76

職員数

77

円

350,000

　　　　　　　　人

構成比

　　　　　　　　％

　　　　　　　　％　　　　　　　　人

247,600

198,500

　　　　　　　　％

23.2

円

２　　級

課長補佐

9

５　　級

64

　　　　　　　　人

７　　級 部長

３　　級

区　　分

課長

2.7

　　　　　　　　人

　　　　　　　　人

円

主事

主任主事

　　　　　　　　％

円

8.8

円

４　　級

円

381,000

１　　級

31

12.8 319,200 410,200

円

１号給の
給料月額

362,900 444,900

393,000

円

円

266,000

標準的な職務内容

9.5
副主任主事

　　　　　　　　％
係長

円

円

　　　　　　　　人

　　　　　　　　％

290,700

最高号級の
給料月額

円

304,200

円

150,100

１級, 8.8% １級, 9.0% １級, 10.4%

２級, 9.5% ２級, 10.8% ２級, 7.3%

３級, 23.5% ３級, 21.0%

３級, 13.9%

４級, 19.5% ４級, 21.4%

４級, 29.3%

５級, 23.2% ５級, 23.2% ５級, 24.3%

６級, 12.8% ６級, 12.1% ６級, 12.3%

７級, 2.7% ７級, 2.5% ７級, 2.5%
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(2)国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和５年４月１日現在）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

国10級
益田市（Ｒ５）

国家公務員（Ｒ５)

（百円）

給

料

月

額

昇 給

令和５年４月１日時点

国９級

国８級

国７級

国６級

国５級

国４級

国３級

国２級

国１級 市１級

市３級

市２級

市５級

市４級

市７級

市６級



(3) 昇給への人事評価の活用状況

４　職員の手当の状況
(1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（Ｒ４年度支給割合） （Ｒ４年度支給割合） （Ｒ４年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算 役職加算 役職加算

管理職加算 管理職加算 管理職加算

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

○勤勉手当への人事評価の活用状況

○

0.95

上位、標準の成績率

標準、下位の成績率

2.25

１人当たり平均支給額（Ｒ４年度）

1,466

益　　　　　田　　　　　市

15～25％

○

標準の区分のみ（一律）

活用している昇給区分

○

0.95

上位、標準、下位の成績率

2.00

管理職員

1.35

10～25％

○

○ ○

1.35

活用予定時期

5～20％

昇給実績が
ある区分

上位、標準の区分

1.90

○

○

1.15

2.40

標準、下位の区分

令和５年４月２日から令和６年４月１日までにお
ける運用

昇給可能な区分 昇給可能な区分

イ　人事評価を活用している

ロ　人事評価を活用していない

令和５年度中における運用

2.00

1.05

標準の成績率のみ（一律）

活用予定時期

イ　人事評価を活用している

活用している成績率
支給可能
な成績率

支給実績が
ある成績率

一般職員

15％

5～10％

島　　　　　根　　　　　県

1,406

○ ○

支給実績が
ある成績率

昇給実績が
ある区分

１人当たり平均支給額（Ｒ４年度）

一般職員

○

ロ　人事評価を活用していない

○

5～20％

2.40

支給可能
な成績率

国

―

上位、標準、下位の区分

管理職員



(2) 退職手当（Ｒ５年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年

勤続20年 月分 月分 勤続20年 月分 月分

勤続25年 月分 月分 勤続25年 月分 月分

勤続35年 月分 月分 勤続35年 月分 月分

最高限度 月分 月分 最高限度 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（割増率２～20％） （割増率２～４５％）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員に支給された平均額である。

(3) 地域手当（令和５年４月１日現在）

千円

千円

％ 人 ％

（注）　地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較する

　　　ため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。
　　　　（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算
　　　出。）

19.6695

28.0395

39.7575

21,592

国益　　　　　　　　　　田　　　　　　　　　　市

支給率

―

支給実績（Ｒ４年度決算） 0

47.709

19.6695

28.0395

24.586875

47.709

47.709

国の制度（支給率）

―

支給対象職員数

47.709

支給対象地域

24.586875

47.70947.709

33.27075

―

33.27075

39.7575

地域手当補正後ラスパイレス指数

（ラスパイレス指数）

―

支給職員１人当たり平均支給年額（R３年度決算）

（　―　）　

―

0

9,988



(4) 特殊勤務手当（Ｒ５年４月１日現在）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

徴収業務手当

支給実績
（Ｒ４年度決算）

福祉総務

職員が消毒作業又は溝土覆土
業務に従事した日

35

0

242

0

20

37

発掘調査業務手当

165

文化財

防疫業務手当

職員が鳥インフルエンザ現場作
業、熊対策現場作業、野犬対策
現場作業、蜂の駆除作業業務等
に従事した日

職員がごみ収集業務に従事した
日

環境衛生

千円

円

％

19

左記職員に対する支給単
価

日額１５０円

手当の種類（手当数）

日額１２０円

（日中）
日額４８０円

（夜間）
日額７２０円

（日中）
日額７３０円

（夜間）
日額１，０９０円

坑内発掘調査業務手当
職員が横穴、縦穴又は洞窟等の
坑内調査業務に従事した日

久城が浜センター
職員がし尿処理場の槽内の配管
等の清掃業務に従事した日

し尿処理場槽内等
特別清掃業務手当

27.3

保健衛生業務手当

11

環境衛生

環境衛生

農林水産

文化財

１件２００円

日額２００円

日額２，９００円

１件２，０００円

日額１５０円

330

0

ごみ収集手当

健康増進

主な支給対象業務

職員が在勤庁を離れて関係者と
面接し、徴収業務に従事した日

職員が災害査定のために測量業
務等に従事した日

手当の名称

支給職員１人当たり平均支給年額（Ｒ３年度決算）

0

7

災害応急業務手当

下水道

職員が発掘調査業務に従事した
日

職員が犬、猫等の死骸処理業務
に従事したとき

職員が農業集落排水施設のし渣
処分運搬業務に従事した日

鳥獣対応業務手当

維持管理

福祉外勤業務手当

危険作業業務手当

6

職員が2m以上の高所作業、法面
等での作業、有害物取扱作業、
過熱処理給食台車運搬作業又
はチェーンソー、草刈機その他
電動工具の使用等の業務に従
事した日

維持管理

4

0

74

職員が感染症患者、伝染病患者
等の在宅訪問指導業務等に従
事した日
新型コロナウイルス感染症に関
する緊急に行われた措置に係る
作業（特例）

災害査定測量業務手当

931

税務

8,391

鳥獣死骸処理業務手当

日額１２０円

日額６００円

日額５００円

日額１５０円

日額５６０円

し渣処分運搬業務手当

職員全体に占める手当支給職員の割合（Ｒ３年度）

支給実績（Ｒ４年度決算）

福祉総務課生活福祉係の職員
が関係者との面接のため外勤業
務に従事した日

維持管理
災害対策本部が設置された場合
において、職員が応急作業等に
従事した日

維持管理

維持管理

除雪業務手当

職員が行旅死亡人等の取扱業
務に従事したとき

災害対策本部が設置された場合
において、職員が災害状況の巡
回監視に従事した日

主な支給対象職員

日額２５０円
（特例）

間接作業3,000円
直接作業4,000円

日額２８０円

日額２８０円

0

災害応急業務手当

行旅死亡人等取扱
業務手当

職員が市道等の除雪業務に従
事した日

福祉総務



(5) 時間外勤務手当
千円
千円
千円
千円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（管理
　　　職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

(6) その他の手当（Ｒ５年４月１日現在）

円

円

円

５　特別職の報酬等の状況（Ｒ５年４月１日現在）

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

月分

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

(注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。                         
     ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝48月）
           勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

国の制度と
異なる内容

支給実績
（Ｒ４年度決算）

300,082

円

千円

副 市 長

③配偶者のない職員の
場合の扶養親族11,000
円

国の制度と
の異同

522,400

14,157,000
7,063,200

任期終了後

480,000

27,780

26,729

千円

④扶養親族のうち満16歳
の年度の初めから満22歳
の年度末までの子5,000
円加算

区 分

円

期
末
手
当

手　当　名

異

39,288

支給単価

②交通用具利用者
　２ｋｍ以上通勤距離によ
り、5,300円～39,000円

654,000副 市 長

部長53,000円／月
次長48,000円／月
課長42,000円／月

989,000

国は俸給の
特別調整
額として支
給

給 料 月 額 等

交通用具
の使用距
離区分

支給単価

議 員

①交通機関利用者
　２ｋｍ以上月額運賃
45,000円以下は全額
　45,000円を超えるもの
は超える額の60％を加算
した額

内容及び支給単価

管理職手当

通勤手当

住居手当

2.50

2.50

市 長 786,500
給

料

１回につき
4,000円～6,000円
実働時間が６時間を超え
る場合 6,000円～9,000
円

①配偶者13,000円

１年につき給料月額の100分の450を支給

副 市 長

議 員

市 長

議 長

市 長
１年につき給料月額の100分の270を支給

異

（Ｒ４年度決算）

222

266
支 給 実 績 （ Ｒ ３ 年 度 決 算 ）

　　（Ｒ４年度支給割合）

備　　　　考

退
職
手
当

千円1,283

議 長

支給職員１人当たり

260,000

290,000

千円 138,827

510,000329,000

任期終了後

35,780

副 議 長

報

酬

88,878
職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ Ｒ ３ 年 度 決 算 ）

（参考）類似団体における最高／最低額

332,000

597,800

　　（Ｒ４年度支給割合）

303,500

580,000

29,408

188,316

816,000

千円

副 議 長

389,000

②配偶者以外の扶養親
族6,500円

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ Ｒ ４ 年 度 決 算 ）

524,151異

平均支給年額

92,943

同

支 給 実 績 （ Ｒ ４ 年 度 決 算 ）

管理職特別勤務手当

異

扶養手当

①借家居住者27,000円
を限度



６　職員数の状況
(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人
（類似団体の人口１万人当たり職員数 人）

人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人
（類似団体の人口１万人当たり職員数 人）

人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

(2) 年齢別職員構成の状況（Ｒ５年４月１日現在）

　

(3) 職員数の推移    （単位 ： 人・％）

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数
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７　公営企業職員の状況
(1) 水道事業

① 職員給与費の状況
  　ア　決算

職員給与費 　（参考）

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費　23,346 千円を含まない。

一人当たり

　　　　給与費 　　B/A

（注）１　職員手当には退職給付金を含まない。

      ２　職員数については、令和５年３月３１日現在の人数である。また、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））
　　　　を含み、会計年度任用職員を含まない。
      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれているが、会計年度
      　任用職員の給与費は含まれていない。

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（Ｒ４年度支給割合） （Ｒ４年度支給割合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算 役職加算

管理職加算 管理職加算

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（Ｒ５年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例処置

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員に支給された平均額である。

（参考）市町村平均

一人当たり給与費

千円

1,038,026 103,536

純損益又は実 総費用に占める

千円 千円 　　　　　千円 千円

　　　　　　Ａ 給　 料

区　　分

17.5 18.8

R３年度の総費用に占

Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率

％ ％

Ｒ４年度 人

職員数

1,637 1,466

5～10％

15％

47.709

企業

5～10％

15％

9,988

24.586875

33.27075

47.709

24.586875

33.27075

0

47.709

47.709

39.7575

2.40 2.00 2.40 2.00

1.35 0.95 1.35 0.95

一般行政職

0 21,592

１人当たり平均支給額（Ｒ４年度） １人当たり平均支給額（Ｒ４年度）

　質収支 職員給与費比率

千円

Ｒ４年度

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

企 業 43.4 330,768 600,985

団 体 平 均 45.7 335,310 500,619

事 業 者 ― ―

6,250

総費用

28 113,770 15,384 45,848 175,002

企業 一般行政職

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

6,018

　　　　千円 千円　 千円　

181,237

Ａ  

47.709

19.6695

28.0395

39.7575

区　　分

47.709

19.6695

28.0395



ウ　特殊勤務手当（Ｒ５年４月１日現在）
千円
　円
　％

備考

1 緊急業務作業手当の項中、「日中」とは日出時から日没時までの間をいい、「夜間」とは日没時から日出時までの間をいう。
2 日中から夜間にかけて、又は夜間から日中にかけての業務は、夜間の手当を支給する。

エ　時間外勤務手当（Ｒ５年４月１日現在）
千円
千円
千円
千円

（注）　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。
　　　２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数
オ　その他手当（Ｒ５年４月１日現在）

円

支給実績
（Ｒ４年度決算）

緊急業務作業手当 全員

勤務時間外において、
業務上の必要性のため
に緊急に呼出しを受け、
復旧作業等従事した日

日中　730円　夜間　1,090円

徴収業務手当 全員

職員が在勤庁を離れて
関係者と面接し、徴収業
務又は停水業務に従事
した日

日額　150円

塩素取扱手当 全員
職員が塩素を注入、抜
取り等の作業に従事した
とき

円
③配偶者のない職員の
場合の扶養親族11,000
円
④扶養親族のうち満16歳
の年度の初めから満22歳
の年度末までの子5,000
円加算

①交通機関利用者
　２ｋｍ以上月額運賃
45,000円以下は全額
　45,000円を超えるもの
は超える額の60％を加算
した額

同 2,596 千円 162,269 円

②交通用具利用者
　２ｋｍ以上通勤距離によ
り、5,300円～39,000円

①配偶者13,000円

②配偶者以外の扶養親
族6,500円

平均支給年額

通勤手当

管理職手当
部長53,000円／月
課長42,000円／月

同 1,644 千円 548,000

一般行政
職の制度と
異なる内容

扶養手当 同 2,084 千円 208,400

日額　500円

日額　120円

千円 370,667 円

支 給 実 績 （ Ｒ ４ 年 度 決 算 ） 4,467

危険作業業務手当 全員

支 給 実 績 （ Ｒ ３ 年 度 決 算 ） 2,713

支給職員１人当たり
手　当　名 内容及び支給単価

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ Ｒ ３ 年 度 決 算 ） 97

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ Ｒ ４ 年 度 決 算 ） 160

住居手当
①借家居住者27,000円
を限度

同 2,224

（Ｒ４年度決算）

一般行政職
の制度との
異同

高所作業、危険個所で
の作業、チェーンソー、
草刈機等を使用する作
業に従事した日

危険物取扱手当 全員

水質検査作業等で、塩
酸、硫酸等の危険科学
物質の取扱いに従事し
た日

主な支給対象業務

１回　250円

支給職員１人当たり平均支給年額（Ｒ４年度決算） 6,294
支給実績（Ｒ４年度決算） 176

手当の種類（手当数） （５）
手当の名称 主な支給対象職員

職員全体に占める手当支給職員の割合（Ｒ４年度） 100.0

左記職員に対する支給単価


